











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12.4 ６．９ ３．３ 
２．６ 15.4 35.9 12.8 lａ４ 
15.4 20.5 20.5 23.1 7.7 
4.7 
12.8 














































16.3 18.5 17.0 10.4 




















11.1 1４３ 47.6 
9.5 23.8 19.0 23.8 
8.3 12.5 6.3 52.1 6.3 
25.0 11.4 11.4 13.6 13.6 
9.0 
6.9 










































19.0 8,6 17.2 


















11.1 53.3 6.7 
16.7 16.7 22.2 11.1 




































































































































































































































































圭心一一一一一型一 能 勤務延長・再雇用 関連会社再就職 他企業再就職計











181.2 30.5 41.0 19.1 
171.8 15.4 35.9 ２０．５ 
189.7 33.3 15.4 33.3 
182.7 17.3 27.7 49.7 
181.5 28.9 42.2 22.2 
177.1 39.6 52.1 12.5 
184.1 30.2 38.1 22.2 
181.0 28.6 14.3 ４２．９ 
187.5 33.3 37.5 22.9 







155.2 33.2 27.8 15.7 
146.6 37.9 22.4 22.4 
155.4 ３１．１ 32.4 13.5 
26.7 162.2 ３１．１ 15.6 
166.7 44.4 22.2 11.1 






































































































































































































































































































































15.8 29.0 23.5 1.9 16.5 18,7 20.0 12.9 
14.5 25`９ 23.4 2`４ 18.1 20.3 10.9 27.1 
9.1 30.3 18.2 6,1 6.1 24.2 15.2 




















13.2 23.7 13.2 13.2 
119 19.6 26.2 14.9 16.7 31.0 8.9 
8.8 18.4 2８１ 12.3 27.2 21.9 30.7 
15.8 18.4 28.9 10.5 10.5 28.9 13.2 
10.7 ２８．６ 25.0 26.8 33.9 10.7 12.5 
10.5 15.8 ４２．１ ３１．６ 21.1 15.8 36.8 
14.3 28.6 31.0 4.8 14.3 23.8 9.5 
7.9 28.9 10.5 ７`９ 23.7 2.6 28.9 39.5 
12.9 36.6 19.9 １．１ 
４．２ 
15.1 16.7 14.0 15.1 
18.8 22.9 16.7 25.0 ４１．７ 10.4 6.3 
11.1 38.1 20.6 19.0 15.9 14.3 １４．３ 
10.5 34.2 15.8 10.5 10.5 18.4 18.4 
11.8 35.3 23.5 11.8 11.8 11.8 35.3 
































































































































































































































































































































































































142.1 10.5 5.2 
158.8 ５．９ 11.8 





















































































































































































































































































36.6 50.7 119.7 
42.3 36.5 128.8 
12.5 50.0 41.7 116.7 
5.9 23.5 35.3 47.1 135.3 
42.9 14.3 28.6 42.9 128.6 
5.6 16.7 38.9 5.6 127.8 50.0 
4００ 33.3 106.733.3 

































































































































































































































































































































































































































































































100.0 ４１．０ 38.5 15.4 
100.0 25.6 41.0 25.7 
100.0 20.7 65.3 13.4 
100.0 22.8 60.3 13.2 
14.3 100.0 24.5 59.2 
100.0 23.8 27.0 49.2 
23.8 57.1 1０００ 19.0 
100.0 64.6 12.5 22.9 



















100.0 56.9 12.0 29.3 
100.0 60.0 16.0 21.3 
52.2 13.0 100,0 34.8 
52.6 ２１．１ 100.0 26.3 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－１％ 変化なし 増 加




























































職種十低技能十管理・職 櫛 100.0 16.7 
高技能十企画・立案十符理・監掛 100.0 5.3 













































































































－１％ 変化なし 増 加
11.4 14.3 15.5 11.6 13.0 11.6 
9.6 1２．５ 16.9 12.8 12.5 15.1 
1５．４ 15.4 15.4 23.1 
15.8 26.3 10.5 10.5 5.3 
















13.1 15.5 9.5 16.6 
7.7 7.7 7.7 34.6 15.3 
22.2 11.1 11.2 13.9 11.1 
23.1 15.4 7.7 7.7 
8.0 
9.1 
20.0 36.0 12.0 16.0 
15.2 3.3 24.3 9６１ 24`２ 
12.0 9.3 
3.6 




10.7 14.3 28.6 7.1 
14.3 14.3 ８．６ 
９．１ 
11.5 14.3 
13.6 9.1 13.6 13.6 
44.4 11.1 11.1 1１．１ 22.2 
14.3 35.7 7.1 7.1 21.4 
した低技能タイプは減少幅が大きい再就業
者がきわめて多く、五○％以上減少した再
就業者が三○％以上にも達している。また、
単
答
の
職
業
能
力
類
型
の
再
就
業
者
に
つ
い
て
も
、
「
低
技
能
」
と
「
少
数
職
務
」
型
で
は
賃
金
の
減
少
し
た
再
就
業
者
の
割
合
が
き
わ
め
て
高
く、逆に「管理・監督」型は減少した割合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
定
年
を
契
機
と
し
た
貸
金
変
動
の
実
態
は
、
継
続
雁
用
者
に
つ
い
て
は
高
技
能
や
管
理
タ
イ
プ
を
中
心
と
し
て
賃
金
収
入
が
減
少
し
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、
年
功
賃
金
か
ら
の
離
脱
が
こ
の
タ
イ
プ
で
と
く
に
顕
著
な
事
実
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
逆
に
再
就
業
一
回
目
の
所
得
変
動
に
つ
い
て
は
、
高
技
能
お
よ
び
企
画
・
管
理
型
で
は
賃
金
の
減
少
し
な
か
っ
た
再
就
業
者
が
多
く
、
こ
の
タ
イ
プ
で
社
会
的
な
雇
用
の
安
定
性
がかなり確立しているとともに、他企業と
７５定年退職者の能力類型と職業変動
表１０職業能力類型所得
－１$二|合 計’-50％以上灘對置fHﾆﾌﾞﾌ莚
22.6 100.0 計総
20.6 多項目能力類型計
少数職務十高技能
少数職務十低技能
企画・立案÷管理・監督
対人業務十管理・鑑督
企業内経験十管理・臆督
一職種＋高技能＋管理・騰督
一職種十低技能＋管理・艦督
高技能十企画・立案十管理・鑑樫
企画・立案十対人業務十管理・監督
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
30.8 
31,6 
14.7 
23.8 
19.2 
25.0 
38.5 
8-0 
15.2 
25.9 計務
種
能
能
督
力類型
職
100.0 
1000 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
能項目
28.6 数少一
高
低
管
28.6 職技
技
・理
36.4 
14.3 蝋
はいえ関連企業への再就職などが多かった
事実と深く関連している、とみることがで
きる。これまで大企業定年退職者の定年後の職
業変動について職業能力類型を戦略要因と
して考察してきた。その場合、われわれは
新しい試みとして定年までに形成されてき
た職業能力をできるだけ総括的かつ現実的
な類型として把握しようとした。ただし、
われわれにあたえられたデータは調査対象
者染ずからの〃自己診断〃の結果に過ぎな
いが、それにもかかわらず非常に有意の結
果をうることができた。その結果にもとづ
いて公共雇用政策などの課題を導き出すと
すれば、つぎのように総括できるだろう。
五
定
年
退
職
者
の
能
力
類
型
と
政
策
課
題
ｌ
総
括
と
展
望
7６ 
第一Ｅ定年後の職業変動そのものに注目すると、職業能力類型による差異はきわめて明確であった。まず勤務延
焚や再雇用などの総統雇用は製造業に多いブルーカラーで顕著だが、それも商技能・企業内経験の高い。管理・監
督タイプを中心としており、かりに管理・監督能力を持っていても少数職務・低技能と組合わさった単なる年功者
の場合は、継続雇用から排除されるケースが多くなっているのである。もっとも勤務延長にくらべて労働条件など
の低下がいちじるしい再雇用は少数職務・低技能タイプをかなり吸収しており、現在議論されている定年延長の現
実的処理を示唆している、と象ることもできる。他方、関連企業などの他企業への再就職は、定年直後では第三次
産業に多いホワイトカラーで顕著だが、その場合も企画・立案や管理・監督のタイプで所得面などでもより有利な
条件が確保されているのに反し、それ以外のタイプではより不利であり、とくに継続雇用後の再就職を含めて少数
職務・低技能タイプでは、のちにも問題にするようＥ雇用安定志向が強いにもかかわらず、企業間移動がきわめて
第一に、定年退職者の職業能力類型の分布そのものが問題になる。大企業の定年退職者の特質としてまず指摘し
なければならないのは能力項目の単答者は比較的少なく、きわめて多様な職業能力を持った高齢者が比較的多い、
という事実である。そして中小企業の定年退職者に比してきわだった差異を示すのは、大企業の定年退職者ほど管
理。監督をはじめ企画・立案、対人業務などの能力とそれらを軸とした多様な組合わせ類型の能力が多い、という
事実である。だが、その半面、とくに大企業型の少数職務と低技能、それらを軸とする組合わせの能力類型も多
く、そのような定年退職者は大企業の高齢者対策のなかでもより不利な扱いを受けているだけでなく、自律的志向
・行動としても多くの問題を残しており、その意味で公共政策が第一の政策対象として設定すべき高齢者であるこ
とが解明された。しかもこうした政策対象は、大企業よりも中小企業などの筒齢者により多数存在することは容易
に想像できるだろう。
７７定年退職者の能力類型と職業変動
はげしく、賃金の低下もきわめて大幅になっているのである。もっとも企業間移動はブルーカラーの高技能タイプ
でも多いが、労働市場への死錘作用という点ではとくに職務範囲の狭い。低技能タイプに対する雇用安定と労働条
件の保障が短期の政策課題として強く要請されるだろう。
第三に、以上は職業変動のうち就業の面に触れたに過ぎないが、逆に失業などの面に注目すると、より短期の政
策課題として重要ないくつかの問題が浮び上ってくる。まず定年退職直後、あるいは継続雇用終了後、かなり大量
の失業が発生し、さらに他企業の再就職後にもある程度の失業が発生する。とくに再就職後の企業間移動が比較的
少ない割にはその失業発生率はきわめて高い。しかもそれは単答者とくに少数職務。低技能タイプにおいて顕著に
なっている。他面、職務範囲が広い．高技能タイプでも、その職業能力を生かそうとすれば失業の発生率が高くな
り、しかもその失業期間もかなり長期化している。しかし高技能者や専門職の場合、前述のとおり公私両面で失業
時の所得保障がより充実しており、またそのためにこそ失業も長期化しうるのである。それに反し職務範囲が狭
い。低技能タイプでは、失業保障が不十分だったり、年金生活者として引退する条件も不十分であるがゆえ、より
低労働条件の就職でも再就業せざるをえない状況に置かれている。まさしく過剰労働力として労働市場全体に対す
る死錘作用を発揮しているのである。もちろん、定年直後の状況であきらかなように、少数職務。低技能タイプで
も大企業の定年退職者であるがゆえに引退条件にも恵まれており、現に引退者も多い。だが、それも長勤続者など
に限られており、比較的短勤続者だったり、能力主義的賃金管理の強化のなかですでに定年前から年功賃金カーヴ
の外に離脱していた高齢者の場合は、退職金も厚生年金もより少額であり、失業時の所得保障さえ不十分であるゆ
え長期間失業している余裕もなく、また〃悠を自適〃の引退生活に入ることもできないのである。
第四に、これまで結果としての職業変動に注目してきたが、より主体的な契機としての定年後の職業志向とその
7８ 
た
め
の
準
備
行
動
に
注
目
す
れ
ば
、
よ
り
長
期
的
な
政
策
課
題
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
ま
ず
職
業
志
向
は
、
い
か
に
も
大
企
業
定年到達者らしく継続一雇用と関連企業への再就職の志向が強いなかで、少数職務・低技能タイプでは、企業内経験
タイプなどと同様に継続一雇用志向も強いが、「一屋用安定」・「仕事が楽」という消極的な志向や「志向なし」も多か
っ
た
。
な
に
ゆ
え
少
数
職
務
・
低
技
能
タ
イ
プ
に
お
い
て
と
く
に
職
業
志
向
が
消
極
化
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
継
続
雇
用
志
向
が
強
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
に
継
続
雇
用
か
ら
排
除
さ
れ
、
よ
り
不
利
な
職
業
変
動
を
辿
ら
ざ
る
を
え
ぬ
よ
う
に
、
「
経
験
・
技
術
を
生
か
す
」
・
「
事
業
開
始
」
な
ど
の
積
極
的
な
志
向
を
持
ち
た
い
に
も
そ
れ
だ
け
の
職
業
能
力
な
ど
を
形
成
し
て
き
て
お
ら
ず
、
現
に
そ
の
よ
う
な
就
業
機
会
が
え
ら
れ
な
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
能
カ
ー
志
向
ｌ
現
実
の
就
職
に
は
相
互
規
定
的
な
因
果
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
よ
り
積
極
的
な
職
業
志
向
・
準
備
を
展
開
さ
せ
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
段
階
に
達
す
る
ま
で
の
職
業
能
力
を
変
革
さ
せ
る
、
と
い
う
長
期
の
政
策
課
題
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
定
年
後
に
対
す
る
職
業
準
備
に
目
を
転
じ
る
と
、
こ
こ
で
も
大
企
業
定
年
到
迷
者
ら
し
く
、
「
会
社
の
指
導
」
や
す
で
に
準
備
を
完
了
し
て
い
る
高
齢
者
が
多
い
反
面
、
職
務
範
囲
が
狭
い
。
低
技
能
タ
イ
プ
で
は
「
準
備
で
き
な
か
っ
た
」
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
ろ
。
そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
が
、
そ
の
ほ
か
「
友
人
・
知
人
」
、
「
職
安
・
人
材
銀
行
」
へ
の
依
存
が
多
く
、
そ
れ
ら
は
「
会
社
の
指
導
」
な
ど
の
企
業
内
高
齢
者
対
錐
か
ら
排
除
さ
れ
、
そ
れ
以
外
に
依
存
す
る
方
法
が
な
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
職
業
能
力
の
再
開
発
に
つ
い
て
は
全
体
と
し
て
そ
の
準
備
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
が
、
企
画
・
管
理
・
高
技
能
タ
イ
プ
で
は
よ
り
積極的な学習や企業内職業訓練などが多いのに対し、少数職務・低技能タイプでは公共職業訓練への依存がいちじ
くなっている。このような少数職務・低技能タイプの公共職業紹介・訓練への依存は、当面の公共一雇用政策の課題
を端的に示唆している。さらに定年後の準倣として「何かする必要はあったが、できなかった」というような企業
内高齢者対紫などから疎外された定年退職者の存在は、公共政策だけでなく、労働組合などの短期・長期の政策課
７９定年退職者の能力類型と職業変動
題
を
も
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔後記〕本稿は労働省官房政策課の委託研究にもとづく報告の一部である。本稿の資料の集計と二’四の執筆には、職業研究所
伊藤実研究員の協力をえた。また、集計作業そのものは、法政大学計算センターなどの協力も受けた。記して感謝の意を
なお、われわれの共同研究における中間的成果として、前掲のほかに森隆夫「いわゆる高齢者問題と一履用管理要因」
（法政大学「大学院紀要』第二号）、黒ロー朗との共稿「中小企業の雇用櫛造と高齢者管理」（『日本労働協会雑誌」一九八
○年一月号）なども参照されたい。
表しておきたい。
